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現
在
は
①
の
段
階
で
あ
り
、
北
海
道
開

発
局
が
概
略
ル
ー
ト
な
ど
を
複
数
案
作
成

し
、
北
海
道
地
方
小
委
員
会
に
諮
る
『
計

画
段
階
評
価
』
に
向
け
た
調
査
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
新
規
事
業
化
が
決
定
さ
れ

る
ま
で
は
、
計
画
段
階
評
価
に
着
手
後
、

2
年
か
ら
3
年
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。高

速
道
路
の
延
伸
で

期
待
さ
れ
る
効
果

　

白
糠
Ｉ
Ｃ
や
阿
寒
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
た
こ

と
で
、
札
幌
方
面
と
の
移
動
時
間
が
短
縮

さ
れ
、
開
通
区
間
の
周
辺
地
域
で
は
産
業

や
観
光
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
効
果

が
表
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
高
速
道
路

が
延
伸
さ
れ
る
こ
と
で
、
効
果
が
及
ぶ
範

囲
が
広
が
り
、
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

●
観
光
客
な
ど
交
流
人
口
の
増
加

　

道
内
を
観
光
す
る
人
の
多
く
は
、
自
動

車
で
移
動
し
て
い
ま
す
。
白
糠
Ｉ
Ｃ
、
阿

寒
Ｉ
Ｃ
開
通
後
、
周
辺
の
観
光
施
設
の
多

く
で
は
観
光
客
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
お
い
て
も
、
厚
岸
味
覚
タ
ー
ミ

ナ
ル
・
コ
ン
キ
リ
エ
の
平
成
27
年
度
の
入

館
者
数
は
前
年
度
よ
り
12
％
増
加
し
、
平

成
28
年
度
も
好
調
を
維
持
し
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
28
年
度
に
町
内
で
行
わ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
の
来
場
者
数
を
前
年
度
と
比
較
す

る
と
、
あ
っ
け
し
桜
・
牡
蠣
ま
つ
り
で
は

25
％
、
あ
っ
け
し
牡
蠣
ま
つ
り
で
は
18
・

5
％
増
加
し
ま
し
た
。
観
光
客
が
多
数
訪

れ
る
こ
と
で
、
観
光
業
の
ほ
か
関
連
産
業

へ
の
経
済
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
物
流
の
効
率
化
に
よ
る
経
済
活
性
化

　

道
央
圏
と
釧
路
地
域
が
高
速
道
路
で
直

結
し
た
こ
と
や
、
混
雑
す
る
釧
路
市
内
を

迂
回
で
き
る
釧
路
外
環
状
道
路
が
開
通
し

た
こ
と
で
、
農
産
物
や
水
産
物
な
ど
の
物

流
の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
鮮

品
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
鮮

度
・
高
品
質
の
状
態
で
道
内
の
大
消
費
地

で
あ
る
道
央
圏
へ
届
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
輸
送
効
率

が
向
上
す
る
こ
と
で
運
送
事
業
者
や
水
産

加
工
業
者
な
ど
の
取
り
扱
い
量
の
増
加
、

生
鮮
品
の
鮮
度
維
持
に
よ
る
付
加
価
値
・

ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
な
ど
、
地
域
経
済
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
安
全
性
の
向
上

　

高
速
道
路
は
、
走
行
の
安
全
性
確
保
に

よ
る
交
通
事
故
の
減
少
の
ほ
か
、
救
急
車

に
よ
る
患
者
輸
送
の
速
達
性
・
確
実
性
の

向
上
、
大
規
模
地
震
や
津
波
等
の
自
然
災

害
が
発
生
し
た
際
の
緊
急
輸
送
路
や
避
難

場
所
と
し
て
の
役
割
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

厚
岸
町
を
通
る
国
道
44
号
は
、
東
日
本

大
震
災
の
大
津
波
警
報
発
令
に
よ
る
浸
水

の
恐
れ
や
、
台
風
な
ど
の
豪
雨
に
よ
る
冠

水
で
、
幾
度
と
な
く
数
日
間
に
及
ぶ
通
行

止
め
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
影
響
は
、
魚

介
類
や
生
乳
な
ど
の
生
鮮
品
な
ど
の
物
流

介
類
や
生
乳
な
ど
の
生
鮮
品
な
ど
の
物
流

の
ほ
か
、
日
常
生
活
や
患
者
の
救
急
搬
送

の
ほ
か
、
日
常
生
活
や
患
者
の
救
急
搬
送

な
ど
に
大
き
な
支
障
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

な
ど
に
大
き
な
支
障
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
海
道
が
示
し
た
津
波
浸
水
予

　

ま
た
、
北
海
道
が
示
し
た
津
波
浸
水
予

測
図
で
は
、
国

測
図
で
は
、
国
道
44
号
の
浸
水
が
想
定
さ

号
の
浸
水
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
区
間
は
尾
幌
か
ら
糸
魚

れ
て
お
り
、
そ
の
区
間
は
尾
幌
か
ら
糸
魚

沢
間
沢
間
で
18
・
5
㌔
に
も
な
り
ま
す
。

・
5
㌔
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
自
然
災
害
で
一
般
国
道
な
ど

　

こ
う
し
た
自
然
災
害
で
一
般
国
道
な
ど

が
通
行
止
め
と
な
っ
た
際
に
は
、
代
替
経

が
通
行
止
め
と
な
っ
た
際
に
は
、
代
替
経

路
や
緊
急
物
資
輸
送
路
の
確
保
な
ど
、
高

路
や
緊
急
物
資
輸
送
路
の
確
保
な
ど
、
高

速
道
路
が
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

速
道
路
が
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

ま
す
。

で
き
る
だ
け
市
街
地
に
近
い

で
き
る
だ
け
市
街
地
に
近
い

位
置
へ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

位
置
へ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

　

町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ

　

町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ

れ
る
高
速
道
路
の
整
備
要
望
を
今
後
も
継

れ
る
高
速
道
路
の
整
備
要
望
を
今
後
も
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

続
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
尾
幌
・
糸
魚
沢
間
の
整
備
要
望

　

特
に
、
尾
幌
・
糸
魚
沢
間
の
整
備
要
望

に
つ
い
て
は
『
北
海
道
横
断
自
動
車
道
釧

に
つ
い
て
は
『
北
海
道
横
断
自
動
車
道
釧

路
・
根
室
間
建
設
促
進
期
成
会
』
が
中
心

路
・
根
室
間
建
設
促
進
期
成
会
』
が
中
心

と
な
り
、
早
期
に
計
画
段
階
評
価
に
着
手

と
な
り
、
早
期
に
計
画
段
階
評
価
に
着
手

す
る
よ
う
、
国
土
交
通
省
な
ど
に
対
し
て

す
る
よ
う
、
国
土
交
通
省
な
ど
に
対
し
て

今
後
も
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す

今
後
も
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て

は
、
水
産
物
な
ど
の
物
流
や
緊
急
時
の
患

は
、
水
産
物
な
ど
の
物
流
や
緊
急
時
の
患

者
輸
送
、
町
民
の
生
活
上
の
通
行
、
観
光

者
輸
送
、
町
民
の
生
活
上
の
通
行
、
観
光

客
の
町
内
へ
の
誘
導
な
ど
を
考
慮
し
て
、

客
の
町
内
へ
の
誘
導
な
ど
を
考
慮
し
て
、

事
業
主
体
と
な
る
釧
路
開
発
建
設
部
に
で

事
業
主
体
と
な
る
釧
路
開
発
建
設
部
に
で

き
る
だ
け
市
街
地
に
近
い
位
置
へ
の
設
置

き
る
だ
け
市
街
地
に
近
い
位
置
へ
の
設
置

を
要
望
し
て
お
り
、
今
後
も
事
業
化
に
合

を
要
望
し
て
お
り
、
今
後
も
事
業
化
に
合

わ
せ
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

わ
せ
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
企
画
調
整
係

問
い
合
わ
せ
／
企
画
調
整
係

介
類
や
生
乳
な
ど
の
生
鮮
品
な
ど
の
物
流

の
ほ
か
、
日
常
生
活
や
患
者
の
救
急
搬
送

な
ど
に
大
き
な
支
障
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
海
道
が
示
し
た
津
波
浸
水
予

測
図
で
は
、
国
道
44
号
の
浸
水
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
区
間
は
尾
幌
か
ら
糸
魚

沢
間
で
18
・
5
㌔
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
自
然
災
害
で
一
般
国
道
な
ど

が
通
行
止
め
と
な
っ
た
際
に
は
、
代
替
経

路
や
緊
急
物
資
輸
送
路
の
確
保
な
ど
、
高

速
道
路
が
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

で
き
る
だ
け
市
街
地
に
近
い

位
置
へ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

　

町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ

れ
る
高
速
道
路
の
整
備
要
望
を
今
後
も
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
尾
幌
・
糸
魚
沢
間
の
整
備
要
望

に
つ
い
て
は
『
北
海
道
横
断
自
動
車
道
釧

路
・
根
室
間
建
設
促
進
期
成
会
』
が
中
心

と
な
り
、
早
期
に
計
画
段
階
評
価
に
着
手

す
る
よ
う
、
国
土
交
通
省
な
ど
に
対
し
て

今
後
も
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て

は
、
水
産
物
な
ど
の
物
流
や
緊
急
時
の
患

者
輸
送
、
町
民
の
生
活
上
の
通
行
、
観
光

客
の
町
内
へ
の
誘
導
な
ど
を
考
慮
し
て
、

事
業
主
体
と
な
る
釧
路
開
発
建
設
部
に
で

き
る
だ
け
市
街
地
に
近
い
位
置
へ
の
設
置

を
要
望
し
て
お
り
、
今
後
も
事
業
化
に
合

わ
せ
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
企
画
調
整
係

う
か
い

白糠ＩＣ開通後、入館者数が好調な『厚岸味覚ターミナル・コンキリエ』。観光客の増加により、市街地への波
及効果も期待されています。
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①
概
略
ル
ー
ト
や
構
造
の

検
討
（
計
画
段
階
評
価
を

進
め
る
た
め
の
調
査
）

②
詳
細
ル
ー
ト
や
構
造
の

検
討
（
都
市
計
画
・
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
準
備
を

進
め
る
た
め
の
調
査
）

③
都
市
計
画
・
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
進
め
る
た
め

の
調
査

④
新
規
事
業
採
択
時
評
価

⑤
新
規
事
業
化

北海道地方小委員会
意見 意見 意見 意見

　

平
成
29
年
度
の
国
土
交
通

省
の
予
算
で
は
、
北
海
道
横

断
自
動
車
道
の
個
別
路
線
の

事
業
化
に
向
け
て
、
ル
ー
ト

や
構
造
の
検
討
に
関
す
る
調

査
を
進
め
る
箇
所
と
し
て
、

尾
幌
・
糸
魚
沢
間
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

厚
岸
町
が
構
成
団
体
と
し

て
加
入
し
て
い
る
『
北
海
道

横
断
自
動
車
道
釧
路
・
根
室

間
建
設
促
進
期
成
会
』
で
は
、

釧
路
町
別
保
か
ら
根
室
市
温

根
沼
ま
で
の
区
間
を
整
備
要

望
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
区
間
が
1

1
9
㌔
と
日
本
一
長
い
要
望

区
間
で
あ
り
、
全
線
が
一
度

に
国
に
認
め
ら
れ
る
の
は
困

難
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

こ
の
区
間
を
4
区
間
に
分
け
て
、
交
通
事

故
件
数
や
自
然
災
害
に
よ
る
通
行
止
め
回

数
、
津
波
浸
水
想
定
区
間
延
長
な
ど
の
ほ

か
、
沿
線
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

基
に
検
討
さ
れ
た
結
果
、
平
成
28
年
２
月

に
整
備
要
望
の
優
先
区
間
が
『
尾
幌
・
糸

魚
沢
間
』
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
決
定
後
、
同
期
成
会
や
関
係
す
る

団
体
等
に
お
い
て
国
へ
の
要
望
活
動
を
行

っ
て
き
た
ほ
か
、
厚
岸
町
の
関
係
団
体
の

み
で
国
へ
の
単
独
要
望
活
動
も
行
っ
て
き

た
こ
と
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
、
今
後
の

展
開
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

尾
幌
・
糸
魚
沢
間
の

尾
幌
・
糸
魚
沢
間
の

高
速
道
路
整
備
に
向
け
て

高
速
道
路
整
備
に
向
け
て

　

尾
幌
・
糸
魚
沢
間
は
、
高
速
道
路
の
事

　

尾
幌
・
糸
魚
沢
間
は
、
高
速
道
路
の
事

業
化
に
向
け
た
調
査
を
行
う
区
間
と
し
て

業
化
に
向
け
た
調
査
を
行
う
区
間
と
し
て

認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
事
業
化
に

認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
事
業
化
に

向
け
た
第
一
歩
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

向
け
た
第
一
歩
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

事
業
化
が
決
定
す
る
に
は
、
北
海
道
開

　

事
業
化
が
決
定
す
る
に
は
、
北
海
道
開

発
局
に
よ
る
調
査
・
検
討
が
行
わ
れ
、
国

発
局
に
よ
る
調
査
・
検
討
が
行
わ
れ
、
国

の
第
三
者
組
織
で
あ
る
国
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昨年から札幌ナンバーの車が目立って増えた、春の『あっけし桜・牡蠣まつり』と秋の『牡蠣まつり』。観光業
だけではなく、関連産業への効果も期待されています。（写真はあっけし桜・牡蠣まつり）


